
     

愛知県立芸術大学科学研究費助成事業の間接経費に関する取扱要領 

 

１ 趣旨 

この要領は、科学研究費助成事業の間接経費（以下「間接経費」という。）を計画的か

つ適正に執行するため、その取り扱いについて必要な事項を定めるものとする。 

２ 基本的事項 

間接経費は、研究代表者及び研究分担者を対象とする経費ではなく、研究代表者及び

研究分担者が所属する研究機関を対象として措置される経費である。 

  間接経費の中には、管理部門と研究部門があり、管理部門の中に大学としての事務用

経費分があり、研究部門の中に研究者の研究開発環境の改善分と研究機関全体の機能の

向上分がある。 

３ 間接経費の受入手続等 

間接経費の交付を受けた場合、法人の歳入への手続きは、芸大総務課において処理す

るものとする。 

４ 間接経費の配分 

管理部門５０％、研究部門５０％とする。ただし、研究部門５０％の内訳については、

所属する学部の長と当該研究者との協議により決定する。 

５ 間接経費の使途 

平成１３年４月２０日付け競争的資金に関する関係府省連絡会申し合わせ「競争的資

金の間接経費の執行に係る共通指針」（平成２６年５月２９日改正）別表１によるものと

し、学長は必要に応じて使途の内容について聴取することができるものとする。 

６ 間接経費の執行 

(１) 間接経費は、当該年度内に全額を執行しなければならない。 

(２) 間接経費は、他の経費とは明確に区分し、使途の透明性を確保しなければならない。 

(３) 間接経費は、他の経費と混同して使用してはならない。ただし、最終の支出において

端数を整理する場合は、この限りではない。 

７ その他 

  この要領に定めるもののほか、間接経費に関し必要な事項は、学長が定める。 

 

附 則 

１  この要領は、平成１９年５月１７日から施行する。 

２ この要領は、平成１９年度に交付を受けた間接経費から適用する。 

附 則  

この要領は、平成２２年９月２２日から施行する。 

附 則  

この要領は、平成２３年４月２８日から施行する。 

附 則  

この要領は、平成２４年４月１日から施行する。 

附 則 

この計画は、平成２７年３月１８日から施行する。 

 

 


